
この新聞は水産高校のＨＰでも見ることができます。

水産高校は海だけじゃない！！
陸，空さらに宇宙に拡がる！！

情報通信タイムズ
平成２０年度 第2号
鹿児島水産高等学校 情報通信科

全国で１０名採用の難関試験に大学生や社会人と競い、本校専攻科２年生の２名
が合格し、7月から大阪の航空大学校で研修を受けている。
採用試験が行われたのは国土交通省 航空局の航空運航情報官だ。
今年度に入り本校から国家公務員の内定者は４人になる。これは、無線通信にお

いては全国でトップクラスの学科であることを証明していると言える。
「入学当時からの夢でした。勉強は大変でしたが、ここまで頑張ってきて良かったで

す。」と五反田さんが言えば、松ヶ野さんは「これも資格のお陰です。これからは皆さん
が安心して飛行機に乗れるように、日本の空を守るために頑張ります。」と、既に次の
仕事に対して意欲を燃やしている。

２通の合格通知が届いた。ロケット打上げ等、宇宙開発を主に携わっている
民間企業だ。
通知をもらった鮫島君（知覧中卒）は「宇宙という広い世界に関わる仕事がで

きる事を凄く嬉しく思います。」、川畑君（知覧中卒）は「これまで頑張ってきてよ
かったです。」と話している。
これ以外にも他の企業からドンドン合格通知が届いている！！
合格通知に混ざって届く嬉しい知らせがあった。「情報通信科の生徒が欲し

い（求人）」との要望だ。『警察局 情報通信部』だ。今年度は全ての生徒が採
用の予定があり、泣く泣く断りを入れざるを得なかった。この様に直接国からの
要望があるのは全国的には珍しい事だが、情報通信科ではよくある事であり、
この様な求人を断れるほど就職状況が良いということである。

この度、ある中学生徒から「どのような授業をしているの？」という質問がありまし
た。
この場を借りて少し説明をしますね。情報通信科とは無線通信のプロとして働くため

に、必要な資格を取得するという学科です。その成果はこの新聞を読んで頂けたら解
ると思います。
じゃあ、どのような授業をするのか…？ 今回はその授業の１つを紹介します。
「モールス通信」です。モールス通信とは「・（トン）」と「－（ツー）」だけを使って言葉を

相手に伝える通信方式です。ＳＯＳなら「・・・ --- ・・・」です。難しいようで覚えればと
ても楽しい授業です。
モールス通信は体験入学で体験することが出来ます。この機会にどうですか？

衛星通信業界やＩＴ業界、金融業界な
ど皆さんが必ず聞いたことのあるよう
な大企業をお客さんとしている会社で
働いている濱田君です。
仕事内容は、全国のスポーツイベン

トなどでのテレビ放送の中継や、人工
衛星に対しての電波の送信や受信、そ
して測定などです。
濱田君に話を聞いてみました。
「学校で学んだ事が多く活かされ、毎

日楽しく仕事をしています。僕は多くの
資格を取得したわけではありませんで
したが、このような企業に勤めることが
できたことを幸せに感じています。」
皆さんも各分野の最前線で働いてみ

ませんか？
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